
永岡英子さんに聞く
７月６日（土）14 時〜（13 時 30 分開場）

文京区民センター２Ａ

　昨年７月、二度に分けてオウム真理教もと幹部 13 名の死刑が執行さ
れた。7 月 6 日に、松本智津夫さん （東京）、早川紀代秀さん （福岡）、井
上嘉浩さん （大阪）、新實智光さん （大阪）、土谷正実さん （東京）、中川智
正さん （広島）、遠藤誠一さん （東京）、7 月 26 日に宮前一明さん（名古屋）、
横山真人さん（名古屋）、端本悟さん （東京）、小池泰男さん（仙台）、豊田
亨さん （東京）、広瀬健一さん （東京）である。
　国がひと月のうちに 13 名もの命を絶ったことに多くの人は驚愕し、
国家権力の恐ろしさを感じた。
　私たちはそれに加えて、執行された一人一人に執行されてはならない
理由があることを、伝え続けてきた。再審請求中であったこと、それも
最初の再審請求中の者が 5 人もおり裁判所の判断を待つことなく執行さ
れたこと、恩赦申立中の者もまた中央更正保護審議会の結論も出ぬまま
執行されたこと、重篤な精神疾患にかかっていた者が数名おり国連や日
弁連の勧告を無視した執行だったこと、直接殺人には関わらずオウム事
件でなければ死刑判決が出るはずがない人もいたこと、多くの面で慣例
を破った執行だったこと……。
　そして半年後の 12 月 27 日、国は死刑確定者は再審請求中であっても
死刑を執行する、オウム執行は特別な執行ではなかったと言わんばかり
に、大阪拘置所で２名の死刑を執行したのである。
　あれから一年、昨年執行された 13 人はなぜ国に殺されねばならなかっ
たのか。そしてまた彼らが所属したオウム真理教とは何だったのか。
　彼ら一人一人と、そしてその家族とこの 30 年を並走してきたオウム
真理教家族の会の永岡英子さんに、お話を聞く。
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殺すなかれ……
宗教の教えというのは、そんなものだと思っていた

殺すことが救いになる……
そんな教えがなぜ多くの若者に信じられたのか

地下鉄サリン事件から20年
オウム真理教が関係した事件では
「教祖」を始め13人に死刑宣告がなされた
彼らを処刑することが「社会の正義」なのだろうか
彼らは「彼らの正義」の殉教者になるのだろうか

地下鉄サリン事件から20年
時間や空間を隔てるほど、見えてくることもある
その距離でこそ伝えあえることもある
法廷では語られることのなかった言葉に耳を傾け
今だから考えられることを、共に考えたい

オウムと死刑を考える因
果
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出演 松本麗華（麻原彰晃三女・右プロフィール参照）
 有田芳生（参議院議員・ジャーナリスト）
 永岡弘行（オウム真理教家族の会）
 永岡英子（オウム真理教家族の会）
 安田好弘（弁護士・フォーラム 90）

日時：８月22日（土）14:00 ～〔開場 13:30〕

会場：貸会議室　内
う つ み

海 本館３Ｆ教室（水道橋駅西口下車１分：地図参照）
参加費：1000 円

松本麗華さん
著述家、カウンセラー。
1983年 4月生まれ。文教大学臨
床心理学科卒。オウム真理教の教
祖・麻原彰晃の三女として生ま
れ、5歳から 16歳までオウム真
理教の中で育つ。かつて、アーチャ
リーの名で知られていた。その後、
教団から離れるが、出自を理由に
アルバイトをクビになったり、合
格した大学に入学拒否されたりし
た。さまざまな生きづらさを抱え
ながら、心理学で多様な価値観を
認めることを学ぶ。生きる上で大
切なことは多種多様な価値観が共
生していくことであると考えるよ
うになった。2015年 3月、自身
の半生を振り返る手記『止まった
時計』を上梓。現在、カウンセラー
としても活動している。

有田芳生さん永岡弘行さん
永岡英子さん

安田好弘

ユーストリームで
ライブ配信
企画中！
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